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広
報
は
や
ま
5
月
号

公
共
下
水
道
の
使
用
で
き
る
区
域
を
拡
大
し
ま
し
た

　

こ
の
区
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
は
、
浄
化
槽
を
で
き
る
だ
け
早
く
廃
止
し
、
く
み
取
り
便

所
は
三
年
以
内
に
水
洗
化
ト
イ
レ
に
改
造
し
て
、
台
所
や
風
呂
場
、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
る
汚

水
を
直
接
公
共
下
水
道
に
流
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
が
設
置
し
た
公
共
汚
水
ま
す
に
直
接
流
せ
る
よ
う
、
排
水
設
備
を
個
人

が
自
費
で
施
工
し
、
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
排
水
設
備
工
事
は
、
町
が
指
定
し
た
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

下
水
道
課　

�
内
線
三
六
一
〜
三
六
四

森戸橋森戸橋�

堀内交番堀内交番�

森戸橋�

堀内交番�
木ノ下会館下会館�木ノ下会館�

向原交差点向原交差点�

町立図書館町立図書館�

向原交差点�

町立図書館�

堀内会館堀内会館�

明照幼稚園明照幼稚園�

堀内会館�

明照幼稚園�

長柄交差点長柄交差点�長柄交差点�
逗　葉　新　道�

下水を排除及び

処理する区域

７ページへ
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お
知
ら
せ

大山橋大山橋�

川久保川久保�

大山橋�

逗
　
葉
　
新
　
道�

川久保�

西東三鬼大賞　岡田風呂釜(茅ヶ崎市)

　搾乳のうしろに賀客来てゐたり

葉山町長賞　　小野ウタ子（山梨県）

葉山町議会議長賞

　　　　　　　金子　寿峰（埼玉県）

葉山町教育委員会教育長賞

　　　　　　　石原美枝子（寒川町）

葉山町観光協会長賞

　　　　　　　宮坂美弥子（葉山町）

葉山町俳句協会長賞

　　　　　　　本杉　純生（厚木市）

佳作二十句

　竹内美沙夫、芳賀秋良、岩田はる子、

笹沢博、梅原昭男、鏡渕和代、岡本

久夫、岡田風呂釜、新井かね、多田

武峰、内藤朋芳、丹次法男、松本時

枝、中里美恵、柳田昭子、中村和子、

中村きよ子、吉田健一

第７回　西東三鬼大賞
入選句発表（敬称略）

　地方税法等の改正に伴い平成１７年度個人住民税の算定方法等の一部が改正

されました。

●生計同一の妻に対する均等割の非

課税措置の段階的廃止

　均等割の納税義務を負う夫と生計

を一にする妻で、町内に住所を有す

る人は、これまで均等割が非課税で

したが、平成１７年度については均等

割額（４，０００円）の２分の１の額

（２，０００円）が課税されることになり

ました。なお、平成１８年度以降は全

額（４，０００円）が課税されます。

●配偶者控除に上乗せして適用する

配偶者特別控除の廃止

　配偶者特別控除のうち配偶者控除

に上乗せして控除対象配偶者（合計

所得が３８万円以下の配偶者、給与収

入の人はその収入額が１０３万円以下）

に適用される部分が廃止となりまし

た。

　配偶者の合計所得が３８万円を超え

７６万円未満（給与収入の場合は１０３万

円を超え１４１万円未満）の人に適用さ

れる配偶者特別控除は、従来どおり

適用されています。

◆その他に土地建物等の譲渡益課税

の税率の引下げ等が実施されてい

ます。

問合せ　税務課　�内線２５１～２５３

�
公
文
書
公
開
制
度
運
用
状
況

　

分
野
別
請
求
件
数（
三
八
件
）

　
　

総
務
関
係　
　
　
　

六
件

　
　

福
祉
環
境
関
係　
　

七
件

　
　

都
市
経
済
関
係　
　

六
件

　
　

教
育
関
係　
　
　

十
七
件

　
　

消
防
関
係　
　
　
　

二
件

　
　

議
会
・
監
査
・
そ
の
他〇

件

　

処
理
状
況

　
　

公
開　
　
　
　
　

十
九
件

　
　

一
部
公
開　
　
　

十
七
件

　
　

非
公
開　
　
　
　
　

〇
件

　
　

不
存
在　
　
　
　
　

一
件

　
　

取
り
下
げ　
　
　
　

一
件

�
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用

状
況

　

登
録
件
数　
　
　

二
十
八
件

　

開
示
請
求
等　
　
　
　

〇
件

問
合
せ　

企
画
課

　

�
内
線
三
三
一

平
成
十
六
年
度
公
文
書

公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
運
用
状
況　
　
　

平成17年度個人住民税の改正内容について　町体育協会は、３月２７日に理事会を

開催し、４月からの新体制を決定しま

した。

名誉会長　守屋大光

会　　長　佐野久二

副　会　長　根岸郭美

副　会　長　松田菊雄

理　事　長　三橋　公

　　　　　（卓球協会選出）

副理事長　根岸悠紀夫

　　　　　（ソフトボール協会選出）

問合せ　生涯学習課内事務局

　�内線４５２

葉山町体育協会から



８

広
報
は
や
ま
5
月
号

　
「
広
報
は
や
ま
」
は
、
現
在
新
聞
折
り
込
み

で
、
皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
届
け
し
て
い
ま
す

が
、
七
月
号
か
ら
各
戸
配
布
（
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
）
を
行
い
ま
す
。

　

各
戸
配
布
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
宅
の

郵
便
受
け
な
ど
に
直
接
「
広
報
は
や
ま
」
を

お
届
け
す
る
方
法
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現

在
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
の
皆
さ

ん
に
も
「
広
報
は
や
ま
」
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

配
布
日
は
、
概
ね
発
行
号
月
の
前
月
末
か

ら
発
行
号
月
初
め
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
七
月
号
に
掲
載
を
希
望
す
る
「
葉

山
花
壇
俳
壇
」
及
び
「
で
ん
ご
ん
ば
ん
」
の

締
切
日
も
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
六
月
号
掲
載
希
望
分
ま
で
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

問
合
せ　

企
画
課　

�
内
線
三
三
三

「
広
報
は
や
ま
」の

配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す

七
月
号
か
ら
各
戸
配
布
に
！

掲
載
コ
ー
ナ
ー

葉
山
花
壇
俳
壇

で
ん
ご
ん
ば
ん

七
月
号
か
ら

掲
載
希
望
月
の
前
々
月

末
日
必
着

掲
載
希
望
月
の
前
々
月

末
日
正
午
必
着

　

六
月
一
日
か
ら
防
災
行
政
無
線
の
運
用
が

変
更
さ
れ
、
防
災
行
政
無
線
は
左
記
の
場
合

に
放
送
さ
れ
ま
す
。

緊
急
放
送
…
「
男
性
の
声
」
で
放
送
し
ま
す

●
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
時

●
町
震
度
計
が
震
度
四
以
上
を
計
測
し
た
時

●
地
震
に
よ
り
「
津
波
注
意
報
」・「
津
波
警

報
」・「
大
津
波
警
報
」
が
発
令
さ
れ
た
時

●
上
記
発
令
事
項
が
解
除
さ
れ
た
時

●
地
震
に
よ
り
「
津
波
な
し
」
が
発
令
さ
れ

た
時

●
東
海
地
震
「
観
測
」・「
注
意
」・「
予
知
」

情
報
発
令
に
伴
う
放
送
（
※
）

●
東
海
地
震
「
注
意
」・「
予
知
」
情
報
又
は

東
海
地
震
「
警
戒
宣
言
」
発
令
時
の
町
長

に
よ
る
呼
び
か
け
情
報
（
※
）

●
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
の
呼
び
か
け
放
送

（
※
）

●
災
害
発
生
時
・
発
生
後
の
周
知
事
項
（
※
）

●
気
象
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
（
※
）

●
上
記
発
令
事
項
が
解
除
さ
れ
た
と
き（
※
）

一
般
放
送
…
「
女
性
の
声
」
で
放
送
し
ま
す

●
町
が
行
う
行
事
で
、
緊
急
に
周
知
す
る
必

要
の
あ
る
放
送

●
非
常
通
信
訓
練
に
関
す
る
放
送
（
防
災
訓

練
等
）

●
大
規
模
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
電
気
・
水
道
・

ガ
ス
・
通
信
・
輸
送
等
）
施
設
の
事
故
等

に
関
す
る
放
送
（
※
）

●
行
方
不
明
者
・
所
在
不
明
者
に
関
す
る
放

送
（
※
）

●
犯
罪
行
為
に
対
す
る
注
意
情
報
に
関
す
る

放
送
ほ
か
（
※
）

（
※
）
は
、
六
月
一
日
か
ら
追
加
さ
れ
る
放

送
事
項
で
す
。

◎
注
意
事
項

◆
緊
急
放
送
は
、
昼
夜
の
区
別
な
く
放
送
し

ま
す
（
解
除
含
む
）。

◆
緊
急
放
送
は
、
町
内
全
域
を
対
象
に
放
送

し
ま
す
。

◆
地
震
を
感
じ
た
ら
海
辺
に
い
る
人
・
海
岸

線
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
高
台
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
六
月
一
日
か
ら
次
の
方
法
で
も
、
防
災
行

政
無
線
と
同
じ
内
容
が
確
認
で
き
ま
す

▲
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
℡
八
七
五
―

四
〇
〇
〇
）
に
電
話
す
る
。

▲
湘
南
ビ
ー
チ
F
M
（７８

.９
M
H
z

）
を
聴
取

す
る
（
一
部
受
信
が
困
難
な
地
域
が
あ
り

ま
す
）。

▲
葉
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
。

問
合
せ　

消
防
本
部　

　

�
八
七
六－

〇
一
一
九　

内
線
三
一
五

防
災
行
政
無
線
の
運
用
が
変
更
さ
れ
ま
す



９

民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
相
談
会

　

昨
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
十
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
ほ
ど
の
人
的
被
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
古
い
木
造
住
宅
の
倒
壊
は
多
く
、
全
壊
し
た
家
屋
は
約
二
、
八
〇
〇
棟
に
お

よ
び
ま
し
た
。
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
被
害
を
最
小
限
に
く

い
止
め
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
わ
が
家
の
耐
震
性
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
葉
山
町

で
は
、
地
震
災
害
に
備
え
て
、
専
門
者
に
よ
る
木
造
住
宅
の
耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
建
築
物
（
①
〜
③
全
て
に
該
当
）

①
町
民
が
所
有
し
、
自
ら
居
住
し
て
い
る
建

築
物

②
昭
和
五
六
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
も
の

③
二
階
建
以
下
の
木
造
在
来
工
法
の
戸
建
住

宅
又
は
兼
用
住
宅

予
定
件
数　

六
〇
件
（
一
日
当
り
二
〇
件
）

費
用　

無
料

日
時　

五
月
二
六
日（
木
）〜
二
八
日（
土
）

　

各
日　

十
三
時
〜
十
六
時
三
〇
分

場
所　

役
場
四
階
大
会
議
室

相
談
会
に
持
参
す
る
も
の

　

建
築
物
確
認
申
請
書
や
建
物
平
面
図
又
は

間
取
り
図
な
ど
の
図
面
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

相
談
会
参
加
申
込
み
・
問
合
せ

　

五
月
九
日（
月
）〜
二
〇
日（
金
）

　

九
時
〜
十
二
時
、
十
三
時
〜
十
七
時　

（
土
・
日
を
除
く
）
の
間
、
電
話
又
は
窓

口
へ
直
接
、

　

都
市
計
画
課　

�
内
線
三
五
四

※
予
定
件
数
に
達
し
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

　

な
お
、
耐
震
相
談
を
受
け
た
人
で
、
下
記

の
現
地
診
断
、
耐
震
補
強
工
事
等
の
実
施
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
別
途
、
町
の
補
助
制
度
が
利

用
で
き
ま
す
。

補　助　概　要
各行為に係る金額

補助金の対象となる行為
自己負担額補助金額総額

１万円２万円３万円
相談会での総合評点（※）が１．０未満の場
合、専門者が現地を確認

現地診断①

２万５千円２万５千円５万円
現地診断でも総合評点（※）が１．０未満の
場合、より専門的な観点からの診断とそ
れに基づいた基本的な計画

精密診断･耐震改
修計画書の作成

②

６万円６万円１２万円
実際に工事を行なう為に改修計画書に基
づいた設計図の作成

耐震補強工事図面
の作成

③

１万５千円１万５千円３万円
補強工事の施工に関して行なう見積書の
確認、中間検査、完了検査、監理報告

耐震補強工事に係
る監理

④

残額
最高限度
３０万円

相当額補強工事図面に基づいて行なう補強工事耐震補強工事費⑤

※総合評点とは…木造住宅の耐震構造性能を総合的に判断するもので、建物の安全性を数値で示すものです。

４月１日から�

　法定外公共物とは、道路法、河川法等の適用又は準
用を受けない公共物をいい、代表的なものとして「里
道」「水路」があります。これら法定外公共物のうち
機能を喪失しているものについては、４月1日以降各
財務局に引き継がれました。�

問合せ�
　関東財務局横須賀出張所第１統括官�
　�８２３－１０４７�
　道路河川課　�内線３８１�

道路・水路としての�
機能を失ったもの�

財務省（関東財務局横須賀出張�
所）の管理となりました。�

　境界確定や売払申請等は、直接財務局で行う�
ことになります。�
　なお、公図・現況等では財産管理者が明確で�
ないため、まず葉山町にて確認してください。�

�道路・水路の機能を有している法定外�
公共物は、葉山町の管理となります�

お
知
ら
せ




